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１ 施設対応の状況



１ 施設対応の状況 ①

＜普及啓発としての戸別訪問の状況（R6.10末時点）＞ 319件
※普及啓発としての実施は各保健福祉事務所等の任意としている。５か所中４か所が実施。

＜通報を受けた場合の対応状況（R６.12末時点）＞ 通報件数 32件
戸別訪問（初回訪問） 27件
違反あり 18件（訪問時改善済 11件、訪問時未改善 ７件）
違反なし ９件
※立入調査・勧告・命令・罰則の適用に至った事例はなし

＜主な違反内容＞ ※普及啓発としての戸別訪問時に判明した件数を含む

① （法）配慮義務違反（疑いを含む） 16件
② （法）喫煙禁止場所における喫煙器具・設備等の設置禁止 ６件
③ （法）喫煙可能室の届出 ２件 ／ 喫煙禁止場所における喫煙 ２件
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通報があった場合は、原則、現地訪問して
事実確認し、未改善の違反が認められた場
合は指導を行い、改善を確認していきます。

通報者への制度説明（違反ではない）によ
り対応が終了する場合もあるため、通報件
数と訪問件数は一致しません。



１ 施設対応の状況 ②
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配慮義務（健康増進法第27条）違反は、違反かどうかの認定が難しく、現行法では罰則もないため、
各自治体とも対応に苦慮していますが、各種媒体において普及啓発を行っています。

(施設管理者向け「受動喫煙対策ハンドブック」（R6.2）より)

（受動喫煙防止キャンペーンにおけるポスター）
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２ 高校生向け喫煙防止教育動画
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２ 高校生向け喫煙防止教育動画 ①

感染症の影響により、県内各学校を対象に実施している喫煙防止教育に係る講師派遣が思う
ように実施できなかったことを踏まえ、今後同様の状況となった場合でも、喫煙防止教育を継
続できるようにすること、また、各学校や保健福祉事務所等の事務負担の軽減を図るため、喫
煙防止教育動画を作成し、令和６年４月より運用を開始した。

学習指導要領に沿って、主に以下の内容で構成。
● 喫煙及び受動喫煙による健康影響（がんのリスク、依存症等、

特に10代で喫煙を開始することのリスクを強調）
● 法の説明（健康増進法による20歳未満立入の規制、表示等）
● たばこにおける世界や日本の状況（パッケージや規制等）
● たばこに誘われた際の断り方
※高校生向けとしているが中学生でも分かりやすい内容としている。

● 県ホームページ上に掲載（県YouTube公式チャンネル「かなチャンTVサブチャンネル」で
公開）し、いつでも閲覧可能。

● 講師派遣の希望照会時に併せて、動画の利用を各学校へ案内。

●時間︓30分程度
●動画の振り返りを目的とした
Q＆Aを作成し、県ホームペー
ジ上の動画掲載ページに回答
解説と合わせて掲載

経緯
目的

内容

運用方法



出張
講義

今後に
ついて
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２ 高校生向け喫煙防止教育動画 ②

● 動画の運用と併せて、引き続き、講師派遣も希望に応じて実施（保健福祉事務所等）。
● 講師派遣の希望照会時に、動画に対する意見を募集し、必要に応じて修正・更新を
行う。

令和６年11月26日 神奈川県立よこはま看護専門学校にて60分程度の講義を実施
（がん・疾病対策課）

動画の内容に看護の専門学生（20歳前後）に関心がありそうな以下の内容を加えて講義。
● 看護職と喫煙率について
● 加熱式タバコと電子タバコの違いを強調
● 喫煙を続けることでかかる費用や時間
● 禁煙外来について

（講義後アンケート結果）
・たばこの害について理解が得られたとの回答が大半。
・受動喫煙を受けたことのある場所では、「路上」が最も
多く、「アルバイト先」や「家庭」も多かった。

・喫煙場所の有無で、店を選んでいるかという問いには、
半数以上が「気にしていない」と回答。

掲載場所 「若年層・妊産婦喫煙防止」
動画URL https://www.youtube.com/watch?v=-zCenTA3fPs

https://www.youtube.com/watch?v=-zCenTA3fPs
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３ リーフレット等の作成・改訂
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３ リーフレット等の作成・改訂 ①

「禁煙外来を受診しましょう」〜「確実に」禁煙するなら禁煙外来へ〜

【作成の趣旨】
●喫煙をやめたいと思っている方やその家族等に、より効果のある方法として、禁煙外来の受診を勧める。
●喫煙をやめられないのは意思が弱いからではなく、ニコチンによる依存の問題であり、
治療により克服できることを知ってもらう。

●喫煙に費やしている費用や時間を意識してもらう。

【内容】
・たばこの依存性、健康影響
・たばこをやめることで失わなくなるもの（寿命・お金・時間）
・禁煙外来・禁煙治療とは
・健康保険適用の条件
・禁煙治療実施医療機関の案内

県内医療機関ほか市町村等の関係機関に配布。
追加送付の依頼を多くいただいています︕
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３ リーフレット等の作成・改訂 ②

「飲食店のみなさまへ」

【作成の趣旨】
飲食店を利用する方や従業員の方が望まない受動

喫煙を受けることのないよう、特に大切なルールに
ついてチラシにまとめました。

【内容】
① 屋内禁煙（原則）
② 加熱式たばこ、水たばこも規制対象
③ 20歳未満の人（従業員を含む）を喫煙区域に立
ち入らせてはならない

④ 配慮義務（喫煙可能な場所でも）
⑤ 要件を満たしていない自称「喫煙目的店」は違法

各保健福祉事務所、市町村、神奈川県食品衛生協
会等の協力をいただき、飲食店への指導や食品衛生
責任者講習会等の機会に配布・活用しています︕
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３ リーフレット等の作成・改訂 ③

赤ちゃんのための卒煙(禁煙)を応援します
(旧︓ママと家族の卒煙(禁煙)を応援します)

【改訂の趣旨】
夫婦で喫煙をしている場合、妊産婦が卒煙しようと努力しても、

夫が喫煙するため、家にたばこがあり、においがしてやめられない
といった課題がある。
妊産婦の卒煙には、家庭をたばこのない環境とすることが重要で

あり、受動喫煙防止の観点からも、家族全員に卒煙を促す。

【改訂内容】
● 妊産婦である「ママ」だけでなく、父親やその他家族も対象とし、
家族全員に卒煙を促す内容とする。

● 加熱式たばこも危険であることを記載。
● 卒煙の手段として、医療機関（禁煙外来）の受診をより強調。

新

旧
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３ リーフレット等の作成・改訂 ④

小学生向け
「知っている︖たばこのこと」

（R5.7）

そのほかにも各種リーフレット等を作成し、普及啓発を行っています。

中高生向け
「たばこ ためしに吸って
みようかな…」（R5.7）

（R5.7）

大学生向け
「私たちは吸わない」

（R5.7）

施設管理者向け
「受動喫煙対策ハンドブック」

（R6.2）

各種リーフレット類は、原則２年に一度改訂する予定です。
【令和７年度改訂予定】
小学生向け、中高生向け、大学生向け

パンフレット・リーフレット（県ＨＰ）
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/nf
5/cnt/f6955/p23054.html

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/nf
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４ ＳＮＳを活用した広報
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４ SNSを活用した広報

X（旧Twitter）当課公式アカウントの運用開始（令和６年11月）
たばこ対策関係は、受動防止キャンペーンに係る内容を初投稿。
今後もＳＮＳを積極的に活用して情報発信をしていきます︕

【がん・疾病対策課公式SNSアカウントについて】

【SNS活用実績】（2025年1月末時点 課公式SNS以外を含む）
キンタロウ
Facebook
X（旧Twitter）

５月 卒煙塾の開催

学生ポータル 7月 大学生向け喫煙防止啓発

ミビョーマンSNS ５月 世界禁煙デー・禁煙週間

がん・疾病対策課
X（旧Twitter）

11月
12月
1月

受動喫煙防止キャンペーン
忘年会での喫煙・受動喫煙防止（大学生・成人向け）
禁煙治療について 【参考】課公式X 12月の投稿
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５ たばこ対策協力企業認定制度
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５ たばこ対策協力企業認定制度 ①

県HPで企業名と簡単な取組紹介にとどまり、
認定による企業側のメリットが乏しい。

たばこ対策協力
企業認定制度とは

課題①

禁煙などのたばこ対策に組織的かつ積極的に取り組んでいる
企業・団体からの申請を受け、県が認定し、県ＨＰにおいて
紹介しているが、認定数が伸び悩み。

企業・団体がメリットを感
じられるよう、
各企業が具体的な取組を県
ＨＰでアピールできるよう
に県ホームページを刷新︕

クリック

トップページも見やすく、
目に留まりやすく。

企業ロゴを入れ、
企業ＨＰへのリンクも。

各企業が自由に記載して
アピールできるように︕

（掲載例）
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５ たばこ対策協力企業認定制度 ②

認定要件が多い課題②

要件・手続を緩和し、
より申請しやすくしました︕

周知が不十分課題③

効果（申請数⤴）が見込まれ
る周知先に周知します︕

認定後の企業等と
関係性が希薄

課題④

取組事例の新規作成・更新や、
受動喫煙防止キャンペーン等
の際に定期的に連絡をとり、
継続的な関係を築く。

・「認定して終わり」にしない︕
・積極的に意見を聴取し、施策の
検討に反映していく。

・たばこ対策の「体制」まで整備して
いなくても、担当者がいればＯＫ

・たばこ対策の取組や計画は、対外的に
「公表」していなくても、あればOK

・申請時に「誓約書」不要。

・神奈川県保険者協議会にて周知

・県内の健康経営に取り組む企業
をサポートする「CHO構想推進
事業所登録制度」に参加して
いる企業（800社以上）に周知
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６ 健康経営企業への情報発信
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６ 健康経営企業への情報発信

● 卒煙サポートセミナーの開催周知・募集（４月・10月）
● たばこ対策協力企業認定制度の周知・募集（４月・10月）
● 世界禁煙デー・禁煙週間の周知（５月）
● 受動喫煙防止キャンペーンの周知（11月）
● 禁煙治療実施医療機関の案内（２月）
● 卒煙サポートリーフレットの配布（随時）

※県内の健康経営に取り組む企業をサポートする「CHO構想推進事業所登録制度」に参加している企業
（令和６年12月時点で815社）

目的

年間
予定

健康経営に関心を持つ企業（※）に対し、禁煙・卒煙に役立つ情報を発信し（メ
ルマガにて発信）、喫煙率の低下及び受動喫煙防止を目指す。

健康経営企業の所管
部署と連携して実施。
ほしい情報・行って
ほしい支援として、
「禁煙対策」との声
をいただきました。
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７ その他の取組
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７ その他の取組 ①

観光情報誌に
受動喫煙防止広告を掲載 受動喫煙防止キャンペーン（11月）

・年４回発行される観光情報誌「旅うらら」２種（鎌倉・湘
南版、小田原・箱根版）に掲載。
（年間計８回／153万部／1,500箇所で配布）
・電子ブックにも掲載しています。
・令和７年度は英語版への掲載も予定しています︕

11月の肺がん啓発月間に
合わせてキャンペーンを
実施。
関係各所でのポスター掲
示（県機関、市町村、関
係機関、協力企業等）

（厚労省と神奈川県のコラボポスター）

ポスター掲示の他、
バス車内広告、 YouTube
動画広告も実施。
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７ その他の取組 ②

小学生向けリーフを
県内すべての小学生６年生に配布

卒煙サポートに携わる人材育成

公立、私立等を問わず、
県内すべての小学校に
送付。

・企業、団体、行政機関等
の健康相談・指導担当者
向けに「卒煙サポートセ
ミナー」を開催。

・募集方法を改善し、参加
者は昨年度から倍増。

・事後アンケートでは、
「実技が多く、実際の業務
に直接活かせる」「実際に
翌日の保健指導で実践し、
対象者が自己開示してくれ
て、大きな変化を感じるこ
とができた」など、
大変好評でした︕

目の不自由な児童のため
に点字版も作成。
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７ その他の取組 ③

喫煙防止・受動喫煙防止ポスターコンクール
小中学生から応募を募り、特賞作品は三浦市内各所にて
展示するほか、県ホームページに掲載しています。
（鎌倉保健福祉事務所三崎センターにて実施）

（R6入賞作品） （R6入賞作品）（R6特賞作品）


